
第 1 章  平面上のベクトル  (９) 

演習５  𝑎 ⃗⃗⃗  ＝（5、－3）、𝑏 ⃗⃗⃗  ＝（3、4）がある。 

（1） 等式 3𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑥 ⃗⃗⃗  ＝2𝑏 ⃗⃗⃗  を満たす𝑥 ⃗⃗⃗  を成分表示せよ。 

条件より、𝑥 ⃗⃗⃗  ＝2𝑏 ⃗⃗⃗  －3𝑎 ⃗⃗⃗  ＝（6、8）－（15、－9）＝（－9、17） 

（2）   3 𝑥 ⃗⃗⃗  ＋2𝑦 ⃗⃗⃗  ＝𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗   …① 

𝑥 ⃗⃗⃗  －𝑦 ⃗⃗⃗  ＝𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗     …②  

①＋②×2 より、5 𝑥 ⃗⃗⃗  ＝3（𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗  ） （※） 

∴ 𝑥 ⃗⃗⃗  ＝
3

5
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①－②×3 より、5 𝑦 ⃗⃗⃗  ＝-2（𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗  ）  

∴ 𝑦 ⃗⃗⃗  ＝-
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演習 6  𝑎 ＝(4，－3)，𝑏⃗ ＝(－1，2)，𝑐 ＝𝑎 ＋ｔ𝑏⃗  のとき，|𝑐⃗⃗ |を求め、|𝑐⃗⃗ |が最小になるとき

の実数ｔの値を求めよ。 

𝑐 ＝𝑎 ＋ｔ𝑏⃗ ＝(4，－3)＋ｔ(－1，2)＝（4－ｔ、－3＋2ｔ） 

|𝑐⃗⃗ |＝√(4 − 𝑡)2 + (−3 + 2𝑡)2＝√16 − 8𝑡 + 𝑡2 + 9 − 12𝑡 + 4𝑡2＝√5𝑡2 − 20𝑡 + 25 

ここで、ｙ＝5𝑡2 − 20𝑡 + 25 とおくと、ｙはｔの 2 次関数より、 

ｙ＝5𝑡2 − 20𝑡 + 25＝5(𝑡2 − 4𝑡) + 25 

＝5{(𝑡 − 2)2 − 4}＋25＝5(𝑡 − 2)2 + 5 

従って、ｙはｔ＝2 のとき最小になる 

よって、|𝑐⃗⃗ |はｔ＝2 のとき最小になる。 

（参考） 

ｙの最小値は、ｙ＝5 なので、|𝑐⃗⃗ |の最小値は、|𝑐⃗⃗ |＝√5である。 

  

（※） 

3 𝑥 ⃗⃗⃗  ＋2𝑦 ⃗⃗⃗  ＝𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗   …① 

2𝑥 ⃗⃗⃗  －2𝑦 ⃗⃗⃗  ＝2𝑎 ⃗⃗⃗  ＋2𝑏 ⃗⃗⃗   …②×2 

両辺を加えて、5 𝑥 ⃗⃗⃗  ＝3（𝑎 ⃗⃗⃗  ＋𝑏 ⃗⃗⃗  ） 

を満たす𝑥 ⃗⃗⃗  、𝑦 ⃗⃗⃗  を成分表示せよ。 



４  ベクトルの内積  

Ａ  ベクトルの内積  

零ベクトルでない 2 つのベクトルを，𝑎 、𝑏⃗ とする。 

1 点 O を定めて，𝑎 ＝OA⃗⃗⃗⃗  ⃗，𝑏⃗ ＝OB⃗⃗⃗⃗  ⃗ としたとき， 

半直線 OA，OB のなす角のうち，0 ﾟ≦θ≦180 ﾟであるものを 

2 つのベクトル𝑎 、 𝑏⃗ ，のなす角  

という。𝑎 、𝑏⃗ ，のなす角がθのとき、𝑎 、𝑏⃗ の内積を記号𝑎  ・𝑏⃗ で表し、次の式で定義する。 

  𝑎  ・𝑏⃗ ＝ |𝑎 ||𝑏⃗ |𝑐𝑜𝑠𝜃 

とくに，𝑎 ＝0⃗  または 𝑏⃗ ＝0⃗  のときは，𝑎  ・𝑏⃗ ＝0  と定める。 

※  内積𝑎 ⃗⃗⃗   ・ 𝑏⃗ の結果は，ベクトルではなく実数である。 

＜例２２＞ θを𝑎 、𝑏⃗ のなす角とするとき、内積𝑎 ⃗⃗⃗  ・𝑏⃗ を求めよ。 

(1)  |𝑎 |＝3、|𝑏⃗ |＝2、θ＝30°のとき、𝑎 ⃗⃗⃗  ・𝑏⃗ ＝3×2×cos30°＝3√3 

（2） |𝑎 |＝1、|𝑏⃗ |＝2、θ＝120°のとき、𝑎 ⃗⃗⃗  ・𝑏⃗ ＝1×2×cos120°＝－1 

＜例 23＞ ＡＢ＝2、ＢＣ＝2√3である長方形ＡＢＣＤにおいて、AC とＢＤの交点をＯとす

る。次の内積の値を求めよ。 

（1）  AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・AC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝2×2√3×cos60°＝6 

（2） OB⃗⃗⃗⃗  ⃗・OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝2×2×cos120°＝－2 

（3）  BC⃗⃗⃗⃗  ⃗・CA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝2√3×4×cos150°＝－12 

 

（4） OC⃗⃗⃗⃗  ⃗・AD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝2×2√3×cos30°＝6 

 

（5） AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・DA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝2×2√3×cos90°＝0 
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